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1．はじめに
平成 27年 1月 11日・12日に，飛込競技ナショナルジュ

ニア合宿にて科学サポートを実施した．サポート活動に

ついては，合宿場所である三重県営鈴鹿スポーツガーデ

ンにて 2日間かけて実施した．

2．目的
飛込競技は高さ 1m・3mの弾力性のある飛板，あるい

は 5m・7m・10mの固定台から飛込み，約 2秒の間に宙

返りや捻り技を行う採点競技である．傷害発生に関する

先行研究では，入水時に腰痛が多く発生 1-3）し，その腰

痛発症には肩甲帯の柔軟性が関与していることが明らか

にされた 4）．そのため，2014年度ナショナルジュニア合

宿参加者の 1年間の傷害発生状況および肩甲帯の柔軟性

（肩回旋幅）を測定し，2003年～ 2010年の参加者と比較

することで腰部傷害発生リスクを検討した． 

3．方法
3.1　対象

2014年（男性 14名， 女性 8名）および 2003年～ 2010

年（男性 60名， 女性 56名）に，飛込競技ナショナルジュ
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ニア合宿に参加した男性 74名，女性 64名，計 138名と

した（Table 1）．

3.2　傷害調査方法
傷害発生状況を把握するため，合宿参加前 1年間の傷

害調査を実施した．傷害については，飛込競技によって

生じ，かつ練習を 1日以上休んだものと定義した．

3.3　肩回旋幅の測定方法
先行研究において，肩回旋幅（cm）が肩関節の柔軟性

を評価する測定方法として有用であることが報告されて

いる 5）．そのため，本報告においても先行研究と同様に

肩甲帯の柔軟性の指標として，肩回旋幅を測定した．測

定方法は，対象者に脚を肩幅に開いた立位姿勢をとらせ，

棒を肘関節伸展位で握らせる．対象者は肘関節伸展位を

維持したまま，棒を頭上から後方へと旋回させる （Fig 1）．

そして，この動作が可能な左右両手内側の最短距離を測

定した．2回測定し，平均値を肩回旋幅とした．

3.4　解析方法
傷害調査および肩回旋幅の結果を 2014年参加者（以

下：2014年群）と 2003～ 2010年参加者（以下：過去群）

の 2群に分け，比較検討を行った．傷害調査は，傷害経

験者数および傷害総数，傷害部位の割合を比較した．肩

回旋幅は，対応のない t検定を用い，肩回旋幅の平均値
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を全選手（男女），男性選手，女性選手間で比較した．有

意水準は 5％とした．

4．結果
4.1　合宿参加前 1年間の傷害発生状況

2014年群の合宿参加者 20名中，過去 1年間に傷害を

経験した選手は 10名（50.0％）であった．また，傷害総

数は 12件であり全体の 50％が腰部であった（Fig 2）．過

去群の合宿参加者 92名中，過去 1年間に傷害を経験した

選手は 43名（46.7％）であった．また，傷害総数は 49

件であり全体の 49％が腰部であった（Fig 3）．2014年群

の参加者は，過去群の合宿参加者と同様に腰痛を抱えな

がら競技を行っている選手が多い結果となった（Table 2）． 

4.2　肩回旋幅結果
2014年群の合宿参加者のうち，全選手（男女）および

女性選手は，過去群に対して肩回旋幅が有意に低下して

いた．また，2014年群の男性選手も過去群に対し低下傾

向であった（Table 3）．

4.3　全選手（男女）
2014年群の平均は 55.5±19.5cm，過去群の平均は

Table 1．対象者プロフィール

2014 年（n=22） 2003〜2010 年（n=116） 

男性（n=14） 女性（n=8） 男性（n=60） 女性（n=56） 

年齢（歳） 15.3±3.0 12.9±2.9 14.8±1.5 14.7±1.8 

身長（cm） 161.5±9.7 147.1±10.2 162.0±9.3 154.6±5.9 

体重（kg） 55.0±11.0 40.1±10.6 54.3±10.0 47.0±7.1 

競技歴（年）     7.9±3.6    4.7±1.6     6.4±1.8 6.3±2.0 

（mean±SD） 

Fig 1．肩回旋幅の測定方法

Fig 2．2014年群の傷害調査結果（n=20）

Fig 3．過去群の傷害調査結果（n=92）
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39.6±19.6cmであり，2群間に有意差を認め，2014年群

の合宿参加者の肩回旋幅は大きく，過去群に対して肩甲

帯の柔軟性は低下していた（p＜0.01）（Fig 4）．

4.4　男性選手
2014年群の平均は 60.8±22.0cm，過去群の平均は 52.0 

±14.1cmであり，2群間に有意差を認めなかったが，2014

年群の男性選手の肩回旋幅は大きく，過去群に対して肩

甲帯の柔軟性は低下傾向であった（Fig 5）．

4.5　女性選手
2014年群の平均は 46.3±8.8cm，過去群の平均は 26.3 

±15.6cmであり，2群間に有意差を認め，2014年群の女

性選手の肩回旋幅は大きく，過去群に対して肩甲帯の柔

軟性は低下していた（p＜0.01）（Fig 6）．

5．考察
5.1　肩回旋幅
肩回旋幅の測定結果は，男性選手は 60.8±22.0cm，女

性選手は 46.3±8.8cmであった．健常大学生の肩回旋幅

Table 2．傷害調査結果

2014 年群

（n=20） 

過去群    

（n=92） 

傷害経験者数(人) 10（50.0%） 43（46.7%） 

傷害件数(件) 12 49 

腰部傷害(件) 6（50.0%） 24(49.0%) 

Table 3．肩回旋幅結果

2014 年群 

（n=22） 

過去群 

（n=116） T-test

全選手 55.5±19.5 39.6±19.6 ＊ 

男性選手 60.8±22.0 52.0±14.1 N.S

女性選手 46.3±8.8 26.3±15.6 ＊ 

mean±SD，N.S：Not Significant，＊：p＜0.05 

を測定した先行研究 5）では，男性 105.8±15.2cm，女性

85.5±15.5cmであり，肩甲帯の柔軟性は健常大学生より

有意に優れていた．飛込競技は，入水の際，高得点を獲

得するために，手先から足先までのストレートラインを

作ることが重要とされている 6）．そのため，飛込選手の

肩甲帯の柔軟性は優れていると考える．また，肩回旋幅は，

男性よりも女性の方が優れているという報告 5,7,8）がされ

ており，本研究でも同様の結果となった． 

Fig 4．全選手の肩回旋幅

Fig 5．男性選手の肩回旋幅

Fig 6．女性選手の肩回旋幅
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2014年群の肩回旋幅の平均は 55.5±19.5cmに対し，

過去群は 39.6±19.7cmであり，肩甲帯の柔軟性は有意に

低下していた．過去群の対象は 2003年～ 2010年のナショ

ナルジュニア合宿参加者であり，2012年までは，合宿時

に肩回旋幅を含めたフィジカルテストを実施していた．

2013年からは，ストレングスに重点を置き，柔軟性の項

目は省略していた．頻回にメディカルチェックを実施す

ることで筋の柔軟性の変化について早期に対処すること

が重要である 9）と報告されている．今回，2014年合宿参

加者の肩回旋幅の平均値は，有意に低下しており，飛込

競技も同様に柔軟性に対する項目に対する測定も継続し

て実施する必要があると考える．

5.2　腰部傷害と肩甲帯柔軟性の関係
飛込選手の腰痛には，肩甲帯の柔軟性が関連してい 

る 10）という報告がある．その理由として，入水動作に

おいて，肩関節角度が小さい者は，代償的に体幹伸展角

度が大きくなるためだと述べられている．本傷害調査の

結果から，2014年群の腰部傷害発生の割合は 50.0％，過

去群は 49.0％であり，大きな変化を認めなかった．しか

し，2014年群の全体の肩回旋幅の平均は 55.5±19.5cm，

過去群の平均は 39.6±19.6cmであった．過去群に対して

2014年群の腰痛者の割合が減少していないのは，肩甲帯

の柔軟性が改善されていないためだと考える．先行研究

では，練習メニューの変更や適切なストレッチ指導によ

り，筋柔軟性は向上する 7,9）という報告がある．そのため，

今後，練習内容の検討や適切なストレッチ指導を行い肩

甲帯の柔軟性を改善する必要があると考える．
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